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第
だい

６章
しょう

 建設
けんせつ

現場
げ ん ば

の施工
せ こ う

に関
かん

する知識
ち し き

 

６．１ 建設
けんせつ

現場
げ ん ば

における共通
きょうつう

事項
じ こ う

 

建設
けんせつ

現場
げんば

には、多
おお

くの職 種
しょくしゅ

の技能者
ぎのうしゃ

が出
で

入
い

りします。行
おこな

っている仕事
しごと

はそれぞれ違
ちが

う

ように見
み

えますが、ベテラン技能者
ぎのうしゃ

は、常
つね

に意識
いしき

している事項
じこう

があります。そのことが、高
たか

い品質
ひんしつ

と安全
あんぜん

につながっています。この項
こう

では、全
すべ

ての技能者
ぎのうしゃ

が知
し

っておくべき共 通
きょうつう

事項
じこう

を解説
かいせつ

しています。 

 

６．１．１ 建設
けんせつ

工事
こ う じ

の特徴
とくちょう

 

（１）建設
けんせつ

工事
こうじ

は「受 注
じゅちゅう

一品生産
いっぴんせいさん

」です。 

「受 注
じゅちゅう

一品生産
いっぴんせいさん

」とは、自動車
じどうしゃ

のように工 場
こうじょう

で同
おな

じ設計
せっけい

のものを繰
く

り返
かえ

して作
つく

るの

ではなく、顧客
こきゃく

の要望
ようぼう

に合
あ

わせて、一
いち

から設計
せっけい

したものを一
ひと

つだけ作
つく

る製
せい

造
ぞう

のことを言
い

います。建設
けんせつ

工事
こうじ

は、「受 注
じゅちゅう

一品生産
いっぴんせいさん

」で 行
おこな

われます。大規模
だ い き ぼ

なものから小規模
しょうきぼ

なもの

までさまざまあり、同
おな

じような工事
こうじ

に見
み

えても、個々
こ こ

の工事
こうじ

は一
ひと

つひとつ特 徴
とくちょう

や条 件
じょうけん

が

異
こと

なっています。1 人
ひとり

のお 客
きゃく

様
さま

に対
たい

して「一品生産
いっぴんせいさん

」をするという意識
いしき

を持
も

つことが大切
たいせつ

です。 

（２）建設
けんせつ

工事
こうじ

は、土地
と ち

の制約
せいやく

を受
う

ける仕事
しごと

です。 

建設
けんせつ

工事
こうじ

は、物件
ぶっけん

ごとに固有
こゆう

の土地
と ち

に密 着
みっちゃく

して建設
けんせつ

することが大半
たいはん

であり、同じ
おなじ

条件下
じょうけんか

で同
おな

じ内容
ないよう

のものを生産
せいさん

することはありません。 

（３）建設
けんせつ

工事
こうじ

は、自然
しぜん

に左右
さゆう

されます。 

建設
けんせつ

工事
こうじ

は、屋外
おくがい

の工事
こうじ

が多
おお

く、地形
けい

や季節
きせつ

・天候
てんこう

などの自然
しぜん

条 件
じょうけん

による影 響
えいきょう

を受
う

けるなど、不確定
ふかくてい

な要素
ようそ

に左右
さゆう

されます。 

（４）建設
けんせつ

工事
こうじ

は、社会的
しゃかいてき

制約
せいやく

を受
う

ける仕事
しごと

です。 
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建設
けんせつ

工事
こうじ

は、現地
げんち

生産
せいさん

のため、現場
げんば

での「社会的
しゃかいてき

制約
せいやく

」を受
う

けることとなります。周 辺
しゅうへん

への安全
あんぜん

対策
たいさく

と、環 境
かんきょう

保全
ほぜん

対策
たいさく

を前提
ぜんてい

とした管理
かんり

が重 要
じゅうよう

です。建設
けんせつ

する場所
ばしょ

により、

適用
てきよう

される法令
ほうれい

や周囲
しゅうい

の社会
しゃかい

環 境
かんきょう

が異
こと

なるため、これに適合
てきごう

した建設
けんせつ

工事
こうじ

が求
もと

められ

ます。 

（５）品質
ひんしつ

は「安全
あんぜん

工程
こうてい

」でつくりこみます。 

建設
けんせつ

工事
こうじ

も、完成
かんせい

した「建設
けんせつ

物
ぶつ

の品質
ひんしつ

」は、工事
こうじ

のすべての「安全
あんぜん

施工
せこう

の過程
かてい

」でつ

くりこまれるものです。 

 

６．１．２ 施工
せ こ う

計画
けいかく

 

どんな工事
こうじ

でも、 必
かなら

ず施工
せこう

計画
けいかく

が立
た

てられます。施工
せこう

計画
けいかく

とは、工事
こうじ

請負
うけおい

契約
けいやく

書
しょ

の

契約
けいやく

条 件
じょうけん

、図面
ずめん

、仕様
しよう

書
しょ

、現場
げんば

説明
せつめい

書
しょ

などの設計図書
せっけいとしょ

に基
もと

づき、施工
せこう

を 行
おこな

うための計画
けいかく

のことです。次
つぎ

の点
てん

を 考
かんが

えながら施工
せこう

計画
けいかく

を作成
さくせい

します。 

□関連
かんれん

法規
ほうき

など、さまざまな社会的
しゃかいてき

制約
せいやく

の中
なか

で計画
けいかく

を立
た

てます。 

□「品質
ひんしつ

」「工事
こうじ

予
よ

算
さん

」「工程
こうてい

」「安全
あんぜん

」「環 境
かんきょう

保全
ほぜん

」に対
たい

する管理
かんり

方法
ほうほう

を総合的
そうごうてき

に計画
けいかく

します。 

□「施工
せこう

手段
しゅだん

」を効率的
こうりつてき

に組
く

み合
あ

わせ、「品質
ひんしつ

の良
よ

いもの」を「最 小
さいしょう

のコスト」で「工期内
こうきない

」

に完成
かんせい

させるための計画
けいかく

を立
た

てます。 

□「無事故
む じ こ

無災害
むさいがい

」で「環 境
かんきょう

保全
ほぜん

」に配慮
はいりょ

した計画
けいかく

を立
た

てます。 

□「施工
せこう

手段
しゅだん

の 5M」を用
もち

いた計画
けいかく

を立
た

てます。施工
せこう

手段
しゅだん

の 5M とは、「人
ひと

または労 力
ろうりょく

（Men）、材 料
ざいりょう

（Materials）、方法
ほうほう

（Methods）、機械
きかい

（Machinery）、資金
しきん

（Money）のこ

とです。 

 

□十 分
じゅうぶん

な「事前
じぜん

調査
ちょうさ

」を 行
おこな

い、「現地
げんち

・現場
げんば

」の 状 況
じょうきょう

などを把握
はあく

するとともに、「施工
せこう

前
まえ

」および「施工中
せこうちゅう

」の対策
たいさく

と管理
かんり

方法
ほうほう

を計画
けいかく

します。 
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６．１．３ 施工
せ こ う

管理
か ん り

 

施工
せこう

管理
かんり

とは、施工
せこう

計画
けいかく

に基
もと

づいて、施工
せこう

者
しゃ

が、所定
しょてい

の品質
ひんしつ

の工事
こうじ

目的
もくてき

物
ぶつ

を完成
かんせい

させ

るために必要
ひつよう

な管理
かんり

のことです。工事
こうじ

現場
げんば

は、次
つぎ

の５つの管理
かんり

（「QCDSE」と言
い

います）

の下
もと

で施工
せこう

が行
おこ

われます。 

【品質
ひんしつ

管理
かんり

（Quality）】 

発 注 者
はっちゅうしゃ

が要 求
ようきゅう

する品質
ひんしつ

を 十
じゅう

分
ぶん

に満
み

たす建
けん

設
せつ

物
ぶつ

を作
つく

るための管
かん

理
り

のことです。品
ひん

質
しつ

管
かん

理
り

計
けい

画
かく

に定
さだ

めた品
ひん

質
しつ

検
けん

査
さ

と材
ざい

料
りょう

の品
ひん

質
しつ

試
し

験
けん

、各種
かくしゅ

の施工
せこう

試験
しけん

を 行
おこな

い、所定
しょてい

の

寸法
すんぽう

や形 状
けいじょう

の管理
かんり

を行
おこ

います。 

【予算
よさん

の管理
かんり

（Cost）】 

「予
よ

算
さん

」とは、現
げん

場
ば

で使
つか

えるお金
かね

のことです。工事
こうじ

に関係
かんけい

する材 料
ざいりょう

費
ひ

、労務
ろうむ

費
ひ

、現場
げんば

経費
けいひ

などの、工事
こうじ

予
よ

算
さん

を超
こ

えないように管理
かんり

します。 

【工程
こうてい

管理
かんり

（Delivery）】 

自社
じしゃ

の工事
こうじ

が効率的
こうりつてき

に 行
おこな

えるように、元請
もとうけ

および他業者
たぎょうしゃ

と調 整
ちょうせい

を 行
おこな

い、実施
じっし

工程
こうてい

に遅
おく

れが 生
しょう

じないよう工期内
こうきない

完成
かんせい

を目指
め ざ

した工程
こうてい

管理
かんり

を 行
おこな

います。 

【安全
あんぜん

管理
かんり

（Safety）】 

墜落
ついらく

、落下
らっか

などの事故
じ こ

防止
ぼうし

対策
たいさく

、じん肺
ぱい

、 熱 中 症
ねっちゅうしょう

などの業 務 上
ぎょうむじょう

疾病
しっぺい

対策
たいさく

などの

必要
ひつよう

な管理
かんり

を 行
おこな

います。また日々
ひ び

の安全
あんぜん

施工
せ こ う

サイクルにおける危険
き け ん

予知
よ ち

訓練
くんれん

、作業中
さぎょうちゅう

の

巡視
じゅんし

、安全
あんぜん

工程
こうてい

会議
か い ぎ

、５S運動
うんどう

などを実施
じっし

して、無事故
む じ こ

・無災害
むさいがい

を目 標
もくひょう

に活動
かつどう

します。 

【環境保全管理
かんきょうほぜんかんり

（Environment）】 

工事
こうじ

による騒音
そうおん

や振動
しんどう

、水質
すいしつ

汚濁
おだく

など環 境
かんきょう

に与
あた

える影 響
えいきょう

を最 小
さいしょう

限
げん

にする管理
かんり

です。

法律
ほうりつ

や条 例
じょうれい

で定
さだ

められた基準
きじゅん

を守
まも

らなければなりません。 
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６．１．４ 施工前
せこうまえ

の準備
じゅんび

 

（１） 施工
せこう

要 領
ようりょう

書
しょ

の主
おも

な検討
けんとう

事項
じこう

 

 その日
ひ

にやるべき施工
せこう

を高
たか

い品質
ひんしつ

で 行
おこな

うためには、工事
こうじ

内容
ないよう

を確認
かくにん

し、正
ただ

しく理解
りかい

す

ることが必要
ひつよう

です。 

□工事
こうじ

請負
うけおい

契約
けいやく

事項
じこう

を確認
かくにん

し理解
りかい

します。 

□工事
こうじ

請負
うけおい

内容
ないよう

（見積
みつもり

条 件
じょうけん

）と施工
せこう

範囲
はんい

を確認
かくにん

し理解
りかい

します。 

□設計図
せっけいず

、施工
せこう

図
ず

を確認
かくにん

し理解
りかい

します。 

□現場
げんば

の施工
せこう

条 件
じょうけん

と現場
げんば

のルールを確認
かくにん

し理解
りかい

します。 

□他業
たぎょう

者
しゃ

との取
と

り合
あ

い、前後
ぜんご

の工事
こうじ

との関係
かんけい

を確認
かくにん

し理解
りかい

します。 

□施工
せこう

手順
てじゅん

の確認
かくにん

、人員
じんいん

配置
はいち

、資
し

機材
きざい

の準備
じゅんび

を 行
おこな

います。 

□キャリアアップカード、作業
さぎょう

に必要
ひつよう

な免許
めんきょ

の所持
しょじ

・携帯
けいたい

を確認
かくにん

します。 

□安全
あんぜん

上
じょう

の問題
もんだい

を確認
かくにん

し理解
りかい

します。 

 

（２）始業前
しぎょうまえ

点検
てんけん

 

 建設
けんせつ

現場
げんば

で作業
さぎょう

をするときには、いろいろな道具
どうぐ

や機械
きかい

を使
つか

います。作業員
さぎょういん

にとって

身近
みぢか

な事故
じ こ

は、道具
どうぐ

や器具
き ぐ

を 扱
あつか

う時
とき

に起
お

こります。始業前
しぎょうまえ

点検
てんけん

として、 必
かなら

ず次
つぎ

のこと

を 行
おこな

いましょう。 

□機械
きかい

の始業前
しぎょうまえ

点検
てんけん

 

・使用
しよう

目的
もくてき

を満足
まんぞく

する機械
きかい

が配置
はいち

され、点検
てんけん

・整備
せいび

されていることを確認
かくにん

します。 

□器具
き ぐ

、工具
こうぐ

、道具
どうぐ

の確認
かくにん

 

・使用
しよう

する器具
き ぐ

・工具
こうぐ

・道具
どうぐ

が、点検
てんけん

・整備
せいび

されていることを確認
かくにん

します。 

□作業
さぎょう

手順
てじゅん

書
しょ

の確認
かくにん

 

・作業
さぎょう

の流
なが

れにムリはないか確認
かくにん

します。 

  ・個人
こじん

作業
さぎょう

の 分担
ぶんたん

、協 働
きょうどう

作業
さぎょう

による相 性
あいしょう

と作業
さぎょう

分担
ぶんたん

に不備
ふ び

はないか確認
かくにん

します。 
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□安全
あんぜん

の確認
かくにん

 

・安全
あんぜん

衛生
えいせい

保護
ほ ご

具
ぐ

と安全
あんぜん

装置
そうち

などが正
ただ

しく使用
しよう

されているか確認
かくにん

します。 

  ・異常時
いじょうじ

の対応
たいおう

は適切
てきせつ

か確認
かくにん

します。 

 

６．１．５ 墨
すみ

出
だ

し（墨付
す み つ

け） 

「墨
すみ

出
だ

し（墨付
すみつ

け）」は、施工
せこう

する構造物
こうぞうぶつ

や部材
ぶざい

の位置
い ち

や高
たか

さを施工
せこう

現場
げんば

にマーキングす

ることを指
さ

します。建設物
けんせつぶつ

の着 工
ちゃっこう

から完成
かんせい

までの各種
かくしゅ

工事
こうじ

に先
さき

立
だ

ち、最初
さいしょ

に 行
おこな

われま

す。品質
ひんしつ

（精度
せいど

）を求
もと

められる 最
もっと

も 重
じゅう

要
よう

な作業
さぎょう

です。精度
せいど

の良
よ

い基準
きじゅん

墨
すみ

・基準
きじゅん

レベル、

設計図
せっけいず

通
どお

りの通
とお

り芯
しん

などの「正
ただ

しい位
い

置
ち

出
だ

し」を 行
おこな

います。墨
すみ

出
だ

しには、「墨
すみ

つぼ」と言
い

う道具
どうぐ

を使
つか

いますが、現在
げんざい

では、レーザー照射器
しょうしゃき

を使用
しよう

してレーザー光
こう

をあて、その線
せん

に

沿
そ

って墨
すみ

を出
だ

す方法
ほうほう

も 行
おこな

われています。レーザーを利用
りよう

すれば、直 角
ちょっかく

・水平
すいへい

の確認
かくにん

が

簡単
かんたん

にできます。おもな墨
すみ

出
だ

し・墨付
すみつ

け作業
さぎょう

は、次
つぎ

の 3 つです。 

 

 

 

墨
すみ

出
だ

し・墨付
すみつ

け作業
さぎょう

 墨
すみ

出
だ

し・墨付
すみつ

け箇所
かしょ

 

墨
すみ

出
だ

し 位
い

置
ち

出
だ

し、高
たか

さ（基
き

準
じゅん

レベル・GL）、通
とお

り芯
しん

などの

基準
きじゅん

墨
すみ

・親
おや

墨
すみ

 

部材
ぶざい

加工
かこう

作成
さくせい

のための墨付
すみつ

け 鉄筋
てっきん

、型枠
かたわく

、配管
はいかん

、配線
はいせん

などの部材
ぶざい

の切
き

り出
だ

し・

加工
かこう

寸法
すんぽう

、木造仕
もくぞうし

口
くち

の加工
かこう

寸法
すんぽう

、板金
ばんきん

ケガキ出
だ

し 

加工部材
かこうぶざい

、機器
き き

、金物
かなもの

など取付
と り つ

け

位置
い ち

出
だ

し 

内外
ないがい

建具
たてぐ

全般
ぜんぱん

、ガラリなどの吸 排
きゅうはい

気孔
きこう

、給
きゅう

排水
はいすい

衛生
えいせい

配管
はいかん

、空 調
くうちょう

衛生
えいせい

設備
せつび

機器
き き

、消 防 用
しょうぼうよう

設備
せつび
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６．２ 各専門
かくせんもん

工事
こ う じ

の施工
せ こ う

知識
ち し き

 

各専門
かくせんもん

工事
こうじ

の施工
せこう

の概要
がいよう

と、事故
じ こ

や品質
ひんしつ

を落
お

とさないために気
き

をつけるポイントを

解説
かいせつ

します。わからない用語
ようご

は、第
だい

4 章
しょう

と第
だい

5 章
しょう

を参 照
さんしょう

してください。 

 

６．２．１ とび工事
こ う じ

 

第
だい

3 章
しょう

で解説
かいせつ

したように、とび工事
こうじ

にはいろいろな種類
しゅるい

があります。ここでは、足場
あしば

工事
こうじ

について解説
かいせつ

します。足場
あしば

の種類
しゅるい

は、丸太
まるた

足場
あしば

、単管
たんかん

足場
あしば

、枠
わく

組
ぐ

み足場
あしば

、くさび緊結式
きんけつしき

足場
あしば

などがありますが、どの足場
あしば

工事
こうじ

にも共 通
きょうつう

している工事
こうじ

のポイントがあります。それ

は、足元
あしもと

を確実
かくじつ

にしてから、垂 直
すいちょく

・水平
すいへい

になるように組立
くみた

て、その状 態
じょうたい

を保
たも

つように

斜
なな

めに筋
すじ

交
か

いをいれることです。また、足場
あしば

全体
ぜんたい

が倒
たお

れないように、建物
たてもの

がある場合
ばあい

は、

建物
たてもの

と「壁
かべ

つなぎ」で固定
こてい

し、無
な

い場合
ばあい

には、単管
たんかん

パイプなどで控
ひか

えを取
と

ります。 

①足場
あしば

の基礎
き そ

 

足場
あしば

の地盤
じばん

は締
し

め固
かた

めて強固
きょうこ

にします。建地
たてじ

が 1箇所
かしょ

でも沈
しず

むと、足場
あしば

全体
ぜんたい

が崩
くず

れる原
げん

因
いん

になります。また、敷板
しきいた

と地面
じめん

にすき間
ま

が出
で

ないように、できるだけ平坦
へいたん

にします。 

②脚部
きゃくぶ

の固定
こてい

 

地面
じめん

の上
うえ

に敷
し

いた敷板
しきいた

に、ベース金具
かなぐ

を釘
くぎ

で固定
こてい

します。 

③建地
たてじ

と布
ぬの

の取
と

り付
つ

け 

建地
たてじ

は垂 直
すいちょく

に立
た

て、布
ぬの

は建地
たてじ

に直 角
ちょっかく

にな

るように取
と

り付
つ

けます。建地
たてじ

の足元
あしもと

の部分
ぶぶん

は、

建地
たてじ

どうしを根
ね

がらみでつないで、動
うご

かないよ

うにします。 
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④腕木
うでぎ

・作業
さぎょう

床
ゆか

の取
と

り付
つ

け 

前
まえ

踏
ぶ

み（建物側
たてものがわ

のこと）と後
あと

踏
ぶ

み（外側
そとがわ

のこと）の建地
たてじ

どうしを腕木
うでき

でつなぎ、その上
うえ

に足場板
あしばいた

（作業
さぎょう

床
ゆか

）を取
と

り付
つ

けます。 

⑤昇降階段
しょうこうかいだん

の取
と

り付
つ

け・手
て

すり、中
なか

さん、下
した

さん、幅木
はばき

の取
と

り付
つ

け 

作業者用
さぎょうしゃよう

の手
て

すり、墜落防止
ついらくぼうし

のための中
なか

さん・下
した

さん、工具
こうぐ

などの落下
らっか

防止
ぼうし

のための幅
はば

木
き

を取
と

り付
つ

けます。昇降階段
しょうこうかいだん

にも手
て

すりを取
と

り付
つ

けます。 

⑥筋交
すじか

いの取
と

り付
つ

け 

 足場
あしば

全体
ぜんたい

が垂 直
すいちょく

・水平
すいへい

を保
たも

つように、大
おお

きな筋交
すじか

いを取
と

り付
つ

けます 

 

⑦壁
かべ

つなぎの取
と

り付
つ

け 

足場
あしば

全体
ぜんたい

が倒
たお

れないように、壁
かべ

つなぎ用
よう

金具
かなぐ

で建物側
たてものがわ

に固定
こてい

します。建物
たてもの

が無
な

い場合
ばあい

は、単管
たんかん

パイプなどを使
つか

って斜
なな

めの控
ひか

え（やらず）を取
と

ります。 

 

６．２．２ 鉄骨工事
てっこつこうじ

 

鉄骨
てっこつ

工事
こうじ

では、鉄骨
てっこつ

を組
く

み立
た

てて建物
たてもの

の骨
ほね

組
ぐ

みを完成
かんせい

させる工事
こうじ

です。鉄骨
てっこつ

加工
かこう

→

基礎
き そ

躯体
くたい

工事
こうじ

→鉄骨
てっこつ

建
た

て方
かた

の 順
じゅん

で工事
こうじ

を 行
おこな

います。 

①鉄骨
てっこつ

加工
かこう

 

鉄骨
てっこつ

の加工
かこう

は、工 場
こうじょう

で 行
おこな

われます。工作図
こうさくず

を作成
さくせい

し、鉄骨
てっこつ

を切断
せつだん

します。切断
せつだん

され

た鉄骨
てっこつ

は、組立
くみたて

・溶接
ようせつ

され、溶接部
ようせつぶ

は超音波
ちょうおんぱ

探 傷
たんしょう

検査
けんさ

が 行
おこな

われます。検査後
け ん さ ご

は、錆
さび

止
ど
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め塗
と

装
そう

され、工事
こうじ

現場
げんば

に運
はこ

ばれます。 

②基礎
き そ

躯体
くたい

工事
こうじ

 

アンカーボルトを、アンカーボルト固定用
こていよう

のフレーム

などで、捨
す

てコンクリートに固定
こてい

します。その後
ご

、地中
ちちゅう

梁
はり

・基礎
き そ

の配筋
はいきん

→基礎型枠
きそかたわく

→基礎
き そ

コンクリート打設
だせつ

が

行
おこな

われます。 

③鉄骨
てっこつ

建
た

て方
かた

 

鉄骨
てっこつ

の 柱
はしら

と、基礎
き そ

に固定
こてい

されたアンカーボルトは、ベースプレートという部材
ぶざい

でお互
たが

い

が接合
せつごう

されます。鉄骨
てっこつ

工事
こうじ

も足場
あしば

工事
こうじ

と同
おな

じように、足元
あしもと

の工事
こうじ

が大切
たいせつ

です。たとえば、

基礎
き そ

の高
たか

さが微妙
びみょう

に異
こと

なることがあり、これを調 整
ちょうせい

しないと、建物
たてもの

全体
ぜんたい

の仕
し

上
あ

がり精
せい

度
ど

に影 響
えいきょう

します。基礎
き そ

の高
たか

さを確認
かくにん

し、無 収 縮
むしゅうしゅく

モルタ

ルや、薄
うす

い鉄板
てっぱん

を重
かさ

ねて使
つか

って、全
すべ

ての 柱
はしら

のベース

プレートの高
たか

さを合
あ

わせます。モルタルが固
かた

まったこ

とを確認
かくにん

してから、向
む

きを確認
かくにん

して 柱
はしら

をボルトで

固定
こてい

します。 

建地
たてじ

と梁
はり

の固定
こてい

方法
ほうほう

は、ブラケットとノンブラケッ

トの 2 つの工法
こうほう

があります。ブラケット工法
こうほう

は、梁
はり

を

3分割
ぶんかつ

して、両 端
りょうたん

の 柱
はしら

と梁
はり

の交差
こうさ

部分
ぶぶん

（ブラケット）を工 場
こうじょう

で、柱
はしら

に溶接
ようせつ

などで固定
こてい

する工法
こうほう

です。ノンブラケット工法
こうほう

は、 柱
はしら

と梁
はり

を現場
げんば

で直 接
ちょくせつ

接合
せつごう

する工法
こうほう

です。 

柱
はしら

と梁
はり

の接合部
せつごうぶ

は、ボルトで固定
こてい

してから、溶接
ようせつ

します。ボルトを通
とお

す穴
あな

の位置
い ち

が合
あ

わない場合
ばあい

は、ボルシンという工具
こうぐ

を使
つか

って位置
い ち

合
あ

わせをしてから、ボルトを固定
こてい

します。

この段階
だんかい

では、ナットは仮
かり

止
ど

めします。 

梁
はり

を入
い

れることで、柱
はしら

が引
ひ

っ張
ぱ

られて、垂 直
すいちょく

が保
たも

てなくなります。最後
さいご

に、ワイヤー

で引
ひ

っ張
ぱ

り、建
た

て入
い

れ調 整
ちょうせい

を 行
おこな

ってから、ナットを本
ほん

締
じ

めしてから、溶接
ようせつ

（スタッド溶接
ようせつ

）

します。 
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６．２．３ 鉄筋
てっきん

工事
こ う じ

 

コンクリートは、圧 縮
あっしゅく

する 力
ちから

には強
つよ

いですが、引
ひ

っ張
ぱ

られる 力
ちから

には弱
よわ

いという性質
せいしつ

があります。鉄筋
てっきん

は、引
ひ

っ張
ぱ

りに強
つよ

いという性質
せいしつ

があるため、コンクリートの中
なか

に入
い

れる

ことで、コンクリートの弱
よわ

い点
てん

を 補
おぎな

うことができます。 

鉄筋
てっきん

は酸化
さんか

して錆
さ

びるという性質
せいしつ

があります。コン

クリートはアルカリ性
せい

なので、鉄筋
てっきん

を錆
さび

から守
まも

ること

ができますが、時間
じかん

がたつと中性化
ちゅうせいか

が進
すす

んでいきま

す。中性化
ちゅうせいか

が鉄筋
てっきん

まで進
すす

むと鉄筋
てっきん

がさびてしまいま

す。そのため、配筋
はいきん

する時
とき

は、コンクリートの表 面
ひょうめん

から一定
いってい

の距離分
きょりぶん

を内側
うちがわ

にする、「かぶり」が重 要
じゅうよう

に

なります。 

強度
きょうど

を保
たも

つためには、決
き

められた太
ふと

さの鉄筋
てっきん

を使
つか

うことと、鉄筋
てっきん

と鉄筋
てっきん

の 間
あいだ

を正
ただ

しくとって配筋
はいきん

する

ことが必要
ひつよう

です。鉄筋
てっきん

にテープが巻
ま

いて、ピッチの

確認
かくにん

をしやすくすします。 

細
ほそ

いスラブ筋
きん

の場合
ばあい

は、鉄筋
てっきん

を「重
かさ

ね継手
つぎて

」という

方法
ほうほう

で接合
せつごう

します。コンクリートの鉄筋
てっきん

への

付 着 力
ふちゃくりょく

で強度
きょうど

を得
え

る継手
つぎて

方法
ほうほう

ですが、コンクリートの強度
きょうど

が影 響
えいきょう

するため、十 分
じゅうぶん

な

長
なが

さの重
かさ

なりをとって、結束線
けっそくせん

で固定
こてい

します。 

鉄筋
てっきん

工事
こうじ

は、一般的
いっぱんてき

な RC造
ぞう

のビルにおいて、工事
こうじ

全体
ぜんたい

に関
かか

わります。特
とく

に型枠
かたわく

工事
こうじ

とは密接
みっせつ

に関
かか

わり、お互
たが

いの工程
こうてい

のすり合
あ

わせが必要
ひつよう

になります。また、電気
でんき

や設備
せつび

など

の配管
はいかん

・配線
はいせん

において、電気
でんき

工事
こうじ

技能者
ぎのうしゃ

や、 給
きゅう

排水
はいすい

などの管
かん

工事
こうじ

技能者
ぎのうしゃ

との打
うち

合
あわ

せも

必要
ひつよう

になります。鉄筋
てっきん

工事
こうじ

は、鉄筋
てっきん

加工
かこう

→基礎配筋
きそはいきん

→土間配筋
どまはいきん

の 順
じゅん

で工事
こうじ

を 行
おこな

います。 
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①鉄筋
てっきん

加工
かこう

 

施工図
せ こ う ず

は、構造
こうぞう

設計
せっけい

の専門家
せんもんか

が計算
けいさん

した構造図
こうぞうず

をもとに作成
さくせい

します。施工図
せ こ う ず

から、必要
ひつよう

な鉄筋
てっきん

の 形
かたち

やサイズおよびそれぞれの必要数
ひつようすう

を拾
ひろ

い出
だ

し、加工帳
かこうちょう

を作成
さくせい

します。鉄筋
てっきん

は、加工帳
かこうちょう

に基
もと

づいて、切断
せつだん

・曲
ま

げなどの加工
かこう

が 行
おこな

われます。また、加工帳
かこうちょう

からは、加工
かこう

絵
え

符
ふ

を作成
さくせい

します。加工
かこう

絵
え

符
ふ

は加工
かこう

した鉄筋
てっきん

に取
とり

付
つ

けられ、搬 入
はんにゅう

時
じ

の仕
し

分
わ

けや検 収
けんしゅう

に

利用
りよう

されます。 

②基礎配筋
きそはいきん

 

加工場
か こ う ば

から搬 入
はんにゅう

された鉄筋
てっきん

は受入
うけいれ

検査
けんさ

を 行
おこな

い、その後
ご

の作業
さぎょう

において、取
と

り出
だ

しや

すさを 考
かんが

えて配置
はいち

します。基礎配筋
きそはいきん

作業
さぎょう

は、まず基礎
き そ

の正確
せいかく

な位置
い ち

を示
しめ

すために、捨
す

て

コンクリート 上
じょう

に墨
すみ

出
だ

しします。墨
すみ

出
だ

し後
ご

は、

基礎
き そ

の梁
はり

主筋
しゅきん

を一定
いってい

の高
たか

さにするための「基礎
き そ

エ

ースを」を並
なら

べ、捨
す

てコンクリート用
よう

の釘
くぎ

またはア

ンカーで固定
こてい

していきます。「ベース配筋
はいきん

」かぶり

厚
あつ

さを確保
かくほ

するために、スペーサーブロックで浮
う

か

せます。ベース配筋
はいきん

の次
つぎ

は、柱
はしら

の配筋
はいきん

を 行
おこな

ない

ます。柱
はしら

は、地
じ

面
めん

に対
たい

して垂
すい

直
ちょく

に配
はい

置
ち

された主
しゅ

筋
きん

と、主
しゅ

筋
きん

を囲
かこ

うフープ筋
きん

（帯
おび

筋
きん

）で

構
こう

成
せい

されます。フープ筋
きん

は、地
じ

震
しん

などの揺
ゆ

れによる主
しゅ

筋
きん

のずれや、せん断
だん

の補強
ほきょう

の目
もく

的
てき

で取
とり

付
つ

けられます。 柱
はしら

筋
きん

とフープ筋
きん

の結
けっ

束
そく

が完
かん

了
りょう

したら、かぶり厚
あつ

さを確
かく

保
ほ

するため

に、スペーサーを取
とり

付
つ

けます。柱 筋
はしらきん

の次
つぎ

は、梁筋
はりきん

の配筋
はいきん

を 行
おこな

います。すべての基礎配筋
きそはいきん

完了後
かんりょうご

は、型枠
かたわく

の建
たて

込
こ

み→基礎
き そ

コンクリート打設
だせつ

が 行
おこな

われます。 
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③土間配筋
どまはいきん

 

一般的
いっぱんてき

に、土間配筋
どまはいきん

の前
まえ

に、配
はい

管
かん

埋
まい

設
せつ

と埋
う

め戻
もど

しが 行
おこな

われます。土
ど

間
ま

配
はい

筋
きん

は、主
しゅ

筋
きん

の配
はい

筋
きん

→配
はい

力
りょく

筋
きん

の配
はい

筋
きん

→スペーサーの設
せっ

置
ち

の 順
じゅん

で 行
おこな

います。土
ど

間
ま

配
はい

筋
きん

完了後
かんりょうご

は、

土間
ど ま

コンクリートの打設
だせつ

が 行
おこな

われます。 

④躯
く

体
たい

配
はい

筋
きん

 

 躯
く

体
たい

は、壁
かべ

、梁
はり

、スラブの配
はい

筋
きん

を 行
おこな

います。 

壁
かべ

配
はい

筋
きん

は、かぶり厚
あつ

さの確
かく

認
にん

→縦
たて

筋
きん

・横
よこ

筋
きん

の内
ない

外
がい

関
かん

係
けい

の確
かく

認
にん

→ピッチの割
わり

付
つ

けおよ

び配
はい

筋
きん

→開
かい

口
こう

補
ほ

強
きょう

の配
はい

筋
きん

→幅
はば

止
ど

め筋
きん

の配
はい

筋
きん

→スぺーサーブロックの配置
はいち

の手順
てじゅん

で 行
おこな

います。 

 梁
はり

配
はい

筋
きん

は、下
した

端
ば

筋
きん

の配
はい

筋
きん

→仕
し

口
くち

部
ぶ

フープの仮
かり

置
お

き→上
うわ

端
ば

筋
きん

の配
はい

筋
きん

→小梁
こばり

下端筋
したばきん

・

上端筋
うわばきん

の配筋
はいきん

→圧接
あっせつ

作業
さぎょう

→スターラップの割
わり

付
つ

け・上
うわ

端
ば

筋
きん

への結
けっ

束
そく

→腹
ふっ

筋
きん

及
およ

び幅
はば

止
ど

め

筋
きん

の配
はい

筋
きん

→落
おと

し込
こ

み→スペーサーの配
はい

置
ち

の 順
じゅん

で 行
おこな

います。 

 スラブは、主
しゅ

筋
きん

と配
はい

力
りょく

筋
きん

で構
こう

成
せい

される下
した

端
ば

筋
きん

および上
うわ

端
ば

筋
きん

のダブル配
はい

筋
きん

とします。 
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６．２．４ 鉄筋
てっきん

継手
つ ぎ て

工事
こ う じ

 

鉄筋
てっきん

継手
つぎて

の工法
こうほう

はいくつかの種類
しゅるい

がありますが、どの工法
こうほう

をとっても、母材
ぼざい

以上
いじょう

の

強度
きょうど

が継手
つぎて

部分
ぶぶん

にあることが必要
ひつよう

です。たとえば、完全
かんぜん

な接合
せつごう

が 行
おこな

われた「ガス圧接
あっせつ

継手
つぎて

」の断面
だんめん

は、接合
せつごう

が見
み

分
わ

けられず、引
ひ

っ張
ぱ

り試験
しけん

や曲
ま

げ試験
しけん

を 行
おこな

うと、継手
つぎて

部分
ぶぶん

は破断
はだん

しないで、母材
ぼざい

の鉄筋
てっきん

が破断
はだん

します。次
つぎ

の手順
てじゅん

で作業
さぎょう

のポイントを

確認
かくにん

しながら圧接
あっせつ

作業
さぎょう

を 行
おこな

います。 

①鉄筋
てっきん

端面
たんめん

の確認
かくにん

 

 鉄筋
てっきん

に曲
ま

がりが無
な

いかを確認
かくにん

します。 

②鉄筋
てっきん

端面
たんめん

の加工
かこう

 

 鉄工事現場
てつこうじげんば

にある鉄筋
てっきん

の端面
たんめん

は、押
お

し切
き

りで切断
せつだん

されているため、そのままでは圧接
あっせつ

に

不向
ふ む

きです。切
せつ

断面
だんめん

は時間
じかん

が経
た

つと酸化
さんか

するため、圧接
あっせつ

を 行
おこな

う日
ひ

に、鉄筋
てっきん

冷間
れいかん

直 角
ちょっかく

切断機
せつだんき

を使
つか

って切断
せつだん

します。 

③圧接器
あっせつき

への取
と

り付
つ

け 

 鉄筋
てっきん

の接合面
せつごうめん

に汚
よご

れが無
な

いことを確認
かくにん

して、圧接器
あっせつき

にボルトで固定
こてい

します。圧接
あっせつ

作 業 中
さぎょうちゅう

の鉄筋
てっきん

には高
たか

い圧 力
あつりょく

が加
くわ

わるため、作業
さぎょう

の途中
とちゅう

にボルトが緩
ゆる

まないように、し

っかりと固定
こてい

します。固定
こてい

するときには、圧接端面
あっせつたんめん

の隙間
すきま

の大
おお

きさを確認
かくにん

します。 

④加熱
かねつ

・加圧
かあつ

作業
さぎょう

 

まず、鉄筋
てっきん

を突
つ

き合
あ

わせている部分
ぶぶん

をバーナーで加熱
かねつ

して、少
すこ

しずつ加熱
かねつ

部分
ぶぶん

を左右
さゆう

に

広
ひろ

げていきます。加熱
かねつ

範囲
はんい

の目安
めやす

は、鉄筋
てっきん

の直 径
ちょっけい

の 2倍
ばい

くらいです。加熱
かねつ

と同時
どうじ

に、端面
たんめん

を押
お

し付
つ

けるために加圧
かあつ

します。端面
たんめん

は、少
すこ

しずつふくらんでくるので、決
き

められた大
おお

き

さになったら作業
さぎょう

を 終 了
しゅうりょう

します。 
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⑤検査
けんさ

 

ふくらみの大
おお

きさ、長
なが

さ、軸
じく

のずれ、折
お

れ曲
ま

がり、

外観
がいかん

の割
わ

れやへこみ、ふくらみのかたよりなどを

検査
けんさ

します。 

 

６．２．５ 溶接
ようせつ

工事
こ う じ

 

アーク溶接
ようせつ

は、建設
けんせつ

工事
こうじ

のさまざまな場所
ばしょ

で必要
ひつよう

な技術
ぎじゅつ

です。電 流
でんりゅう

が小
ちい

さいと適切
てきせつ

な溶接
ようせつ

ができず、電 流
でんりゅう

が大
おお

きいと、部材
ぶざい

が溶
と

けて穴
あな

があいてしまいます。溶接
ようせつ

棒
ぼう

と溶接
ようせつ

する部材
ぶざい

との距離
きょり

をくっつけすぎずに、一定
いってい

に

保
たも

ちます。適切
てきせつ

な溶接
ようせつ

ができた場合
ばあい

、貝殻
かいがら

が並
なら

んだ溶接痕
ようせつこん

ができます。溶接
ようせつ

は、基本的
きほんてき

なこと

が習 得
しゅうとく

できれば、だれでも入
はい

りやすい作業
さぎょう

で

すが、身体
しんたい

への影 響
えいきょう

や、事故
じ こ

への対策
たいさく

が重 要
じゅうよう

です。アーク溶接
ようせつ

は、電気
でんき

の 力
ちから

を使
つか

って金属
きんぞく

どうしを溶接
ようせつ

するため、まず、感電
かんでん

に注意
ちゅうい

しま

す。さらに重 要
じゅうよう

なことは、 体
からだ

への影 響
えいきょう

の防止
ぼうし

です。溶接
ようせつ

の時
とき

のヒューム（金属
きんぞく

蒸気
じょうき

が空気中
くうきちゅう

で冷 却
れいきゃく

・凝固
ぎょうこ

し、個体
こたい

の微粒子
びりゅうし

となって浮遊
ふゆう

しているもので、 煙
けむり

のように見
み

える）を吸
す

い込
こ

むと、頭痛
ずつう

・発熱
はつねつ

・寒気
かんき

・筋肉痛
きんにくつう

・のどの渇
かわ

き・疲労
ひろう

などの 症 状
しょうじょう

を起
お

こ
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します。防塵
ぼうじん

マスクの着 用
ちゃくよう

で、ヒュームの吸
す

い込
こ

みを防止
ぼうし

します。また、有害
ゆうがい

な光線
こうせん

か

ら目
め

を保護
ほ ご

するために、遮光
しゃこう

メガネや溶接用
ようせつよう

保護面
ほ ご め ん

を着 用
ちゃくよう

します。溶接
ようせつ

が終
お

わった箇所
かしょ

は、グラインダーで磨
みが

くことも 行
おこな

われますが、この時
とき

、金属
きんぞく

の粉
こな

が手袋
てぶくろ

や手
て

に付着
ふちゃく

しま

す。そのまま目
め

をこすると、目
め

を傷
きず

つけることになるため、作 業 中
さぎょうちゅう

に目
め

をこすることは避
さ

けましょう。 

 

６．２．６ 型枠工事
かたわくこうじ

 

打設
だせつ

した生
なま

コンクリートを型枠
かたわく

に流
なが

し込
こ

ん

だとき、型枠
かたわく

には同
おな

じ体積
たいせき

の水
みず

の数倍
すうばい

の

圧 力
あつりょく

が加
くわ

わります。型枠
かたわく

の補強
ほきょう

が不十分
ふじゅうぶん

だ

と、型枠
かたわく

が壊
こわ

れ（「パンク」といいます）、生
なま

コ

ンが流
なが

れ出
だ

すという事
じ

故
こ

が起
お

こります。パンク

を起
お

こさないためには、コンクリートの圧 力
あつりょく

に耐
た

える、十 分
じゅうぶん

な補強
ほきょう

が必要
ひつよう

です。また、

コンクリートを高所
こうしょ

から打設
だせつ

するとパンクの恐
おそ

れがあるため、コンクリート打設
だせつ

方法
ほうほう

につ

いてコンクリートポンプ業 者
ぎょうしゃ

と綿密
めんみつ

な打合
うちあわ

せも 行
おこな

います。 

型枠
かたわく

の組
くみ

立
た

ては正
ただ

しい位
い

置
ち

に、水平
すいへい

、垂 直
すいちょく

を確認
かくにん

しながら建
たて

入
い

れるとともに、荷重
かじゅう

、

側圧
そくあつ

、振動
しんどう

、衝 撃
しょうげき

等
とう

に耐
た

え 著
いちじる

しい変形
へんけい

やく

るいが 生
しょう

じないように堅固
けんご

に組立
くみた

てます。 

壁型枠
かべかたわく

は、セパレータ、フォームタイ、P コン

などの部材
ぶざい

を使
つか

って「目違
めちが

いや誤差
ご さ

」がないよう

にします。また、フォームタイは、単管
たんかん

パイプ通
とお

して締
し

め付
つ

けることで、強固
きょうこ

になります。 

スラブは、コンクリートの重
おも

さが鉛 直
えんちょく

方向
ほうこう

に直 接
ちょくせつ

加
くわ

わるため、下
した

から垂 直
すいちょく

に支
ささ

え

ます。使
つか

う材 料
ざいりょう

は、下
した

から、支保工
し ほ こ う

といわれるパイプサポート、大引
おおび

き、根太
ね だ

で、その上
うえ
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にコンパネ（型枠
かたわく

工事
こうじ

では「せき板
いた

」ともいいます）を取
と

り付
つ

けます。 

 

 

 

 

 

 

パイプサポートはスラブを支
ささ

えるために、十 分
じゅうぶん

な本数
ほんすう

が必要
ひつよう

です。支保工
し ほ こ う

の滑動
かつどう

防止
ぼうし

のために、足元
あしもと

には「根
ね

がらみ」と呼
よ

ばれるパイプで、水平
すいへい

２方向
ほうこう

につなぎます。パイプ

サポートが長
なが

くなる場合
ばあい

には、高
たか

さ２ｍ以内
いない

ごとに単管
たんかん

パイプで、水平
すいへい

つなぎを取
と

り付
つ

け

ます。最後
さいご

にチェーン、ターンバックル、サポートを使
つか

って「押
お

し引
ひ

き」しながら垂 直 性
すいちょくせい

（建
たて

入
い

れ）と通
とお

り芯
しん

を確認
かくにん

しながら調 整
ちょうせい

します。 

 

６．２．７ コンクリート圧送
あっそう

工事
こ う じ

 

コンクリート圧送
あっそう

工事
こうじ

は、トラックアジテータで

運
はこ

ばれてきた生
なま

コン（レディーミクストコンクリー

ト）を、ポンプ車
しゃ

を使
つか

って型枠
かたわく

に流
なが

し込
こ

む工事
こうじ

です。

運
はこ

ばれてきた生
なま

コン（レディーミクストコンクリー

ト）は、レディーミクストコンクリート納品書
のうひんしょ

のもと

で受入検査
うけいれけんさ

（スランプ値
ち

、空気量
くうきりょう

、塩化
えんか

物 量
ぶつりょう

）を 行
おこな

い、圧 縮
あっしゅく

強度
きょうど

の検査用
けんさよう

テストピー

スの作成
さくせい

も同時
どうじ

に 行
おこな

います。 

ポンプ車
しゃ

を使
つか

って打設
だせつ

工事
こうじ

を始
はじ

める前
まえ

に 行
おこな

う大切
たいせつ

なことは、アウトリガを出
だ

し、ポン

プ車
しゃ

が倒
たお

れないようにしっかりと支
ささ

えるための養 生
ようじょう

です。アウトリガが振動
しんどう

によって

地面
じめん

に沈
しず

まないように、強固
きょうこ

な地盤
じばん

ではアウトリガのジャッキを受盤木
うけばんぎ

で支
ささ

え、強固
きょうこ

でな
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い地盤
じばん

の場合
ばあい

は、鉄板
てっぱん

を敷
し

いてからアウトリガを

最大幅
さいだいはば

に開
ひら

いて、ポンプ車
しゃ

を設置
せっち

します。また、タ

イヤには車止
くるまど

めを確実
かくじつ

に取
と

り付
つ

けます。傾斜地
けいしゃち

で

は、水平
すいへい

角度
かくど

が前後
ぜんご

左右
さゆう

とも 3°以内
いない

になるように、

アウトリガのジャッキで調 整
ちょうせい

します。 

工事中
こうじちゅう

に気
き

をつけなければならないのは、ブーム

の移動
いどう

による電線
でんせん

との接 触
せっしょく

や切断
せつだん

です。電圧
でんあつ

の高
たか

い電線
でんせん

の場合
ばあい

、直 接
ちょくせつ

接 触
せっしょく

しなくて

も火花
ひばな

放電
ほうでん

によって電気
でんき

が流
なが

れて感電
かんでん

することがあります。安全
あんぜん

離隔
りかく

距離
きょり

（電線
でんせん

から離
はな

す距離
きょり

）を確認
かくにん

し、これを守
まも

ります。 

輸送管
ゆそうかん

の点検
てんけん

と接続
せつぞく

の確認
かくにん

も大切
たいせつ

です。輸送管
ゆそうかん

が破裂
はれつ

すると、そこから生
なま

コンが流
なが

れ

出
だ

し事故
じ こ

につながります。打音
だおん

（叩
たた

いたときの音
おと

）や、超音波
ちょうおんぱ

厚
あつ

さ計
けい

で、日 常 的
にちじょうてき

に点検
てんけん

しておきます。管
かん

は、積
つ

み下
お

ろしで傷
きず

がつかないように、ていねいに 扱
あつか

います。 

生
なま

コンを打設
だせつ

する前
まえ

に、先
さき

送
おく

り材
ざい

を送
おく

って輸送管
ゆそうかん

の内側
うちがわ

を滑
すべ

りやすくします。この先
さき

送
おく

り材
ざい

は、型枠
かたわく

に打
う

ち込
こ

むと、コンクリートの強度
きょうど

や品質
ひんしつ

に影 響
えいきょう

するため、廃棄
はいき

します。

先
さき

送
おく

り材
ざい

の 量
りょう

も含
ふく

めて1.5倍
ばい

程度
ていど

以上
いじょう

のコンクリートは、型枠
かたわく

に打
う

ち込
こ

まず廃棄
はいき

します。 

 

６．２．８ 塗装
と そ う

工事
こ う じ

 

塗装
とそう

工事
こうじ

には、さまざまな種類
しゅるい

があります。共 通
きょうつう

して大切
たいせつ

なことは、塗料
とりょう

をしっかり

と施工面
せこうめん

に付着
ふちゃく

させるということです。工事
こうじ

が適切
てきせつ

に 行
おこな

われないと、1～3年後
ねんご

に、塗
と

膜
まく

にひび割
わ

れが発生
はっせい

する、塗
と

膜
まく

が剥
は

がれ落
お

ちる、光沢
こうたく

が 失
うしな

われるなどのトラブルが発生
はっせい

し

ます。 

塗装
とそう

は、基本的
きほんてき

に「下塗
したぬ

り」「中
なか

塗
ぬ

り」「上塗
うわぬ

り」の 3 つの工程
こうてい

に分
わ

けて 行
おこな

います。各工程
かくこうてい

は、塗料
とりょう

が乾
かわ

くまで、適切
てきせつ

な時間
じかん

を取
と

って進
すす

めることが重 要
じゅうよう

で、これを「工程
こうてい

間隔
かんかく

時間
じかん

」

といいます。塗料
とりょう

ごとに指定
してい

のある工程
こうてい

間隔
かんかく

時間
じかん

以上
いじょう

をとり、しっかり乾燥
かんそう

したのを見計
みはか
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らった後
あと

に、次
つぎ

の塗装
とそう

工程
こうてい

に移
うつ

らなければいけません。工程
こうてい

間隔
かんかく

時間
じかん

は、気温
きおん

、日射
にっしゃ

、

湿度
しつど

などさまざまな条 件
じょうけん

によって変化
へんか

するため、これを見極
みきわ

めて作業
さぎょう

を進
すす

める能 力
のうりょく

が

必要
ひつよう

です。雨天
うてん

など湿度
しつど

85%以上
いじょう

のときは工事
こうじ

をしないようにします。 

下
した

塗
ぬ

りを始
はじ

める前
まえ

に、塗面
とめん

をごみの無
な

い状 態
じょうたい

にします。この作業
さぎょう

を「ケレン」と言
い

い

ます。外壁
がいへき

の塗装
とそう

であれば、高圧
こうあつ

洗 浄
せんじょう

などの方法
ほうほう

でほこりや汚
よご

れを取
と

り、割
わ

れ（「クラ

ック」といいます）ている箇所
かしょ

は補修
ほしゅう

します。  

下
した

塗
ぬ

りは、下地
したじ

と中
なか

塗
ぬ

り材
ざい

の密 着 性
みっちゃくせい

を良
よ

くするために 行
おこな

います。シーラー、プライマ

ー、フィラーなどの下
した

塗
ぬ

り材
ざい

を目的
もくてき

に応
おう

じて使
つか

い分
わ

けます。 

中
なか

塗
ぬ

りでは、ムラの無
な

い仕
し

上
あ

げにするために、傷
きず

やヒビなどで凹凸
おうとつ

ができた表 面
ひょうめん

を滑
なめ

らかにします。また、上塗
うわぬ

り材
ざい

の補強
ほきょう

効果
こうか

や密 着
みっちゃく

効果
こうか

を高
たか

めることができます。 

上塗
うわぬ

りは、塗装
とそう

の最 終
さいしゅう

工程
こうてい

で、耐候
たいこう

性
せい

、耐
たい

汚染性
おせんせい

とともに、美観
びかん

のための仕上
し あ

げとし

て性能
せいのう

・意匠
いしょう

を発揮
はっき

します。塗
と

膜
まく

は下
した

塗
ぬ

り、中
なか

塗
ぬ

り、上塗
うわぬ

りの３層
そう

の塗
と

膜
まく

によって性能
せいのう

を発揮
はっき

しますが、一般
いっぱん

には上塗
うわぬ

り塗料
とりょう

の性能
せいのう

で評価
ひょうか

されます。吹
ふき

付
つ

け塗装
とそう

では、通 常
つうじょう

、2回
かい

吹
ふ

きを

行
おこな

います。 

塗装
とそう

は、必要
ひつよう

な箇所
かしょ

のみ 行
おこな

うために、塗布
と ふ

しない部分
ぶぶん

を養 生
ようじょう

することも忘
わす

れてはいけ

ません。床
ゆか

は養 生 用
ようじょうよう

ポリシートで覆
おお

い、塗布
と ふ

する部分
ぶぶん

との境目
さかいめ

は、マスキングテープを

貼
は

り、壁
かべ

などの広
ひろ

い面
めん

はマスカーで養 生
ようじょう

しま

す。また、外壁
がいへき

塗装
とそう

では、塗料
とりょう

が近隣
きんりん

に飛
と

び散
ち

り、車
くるま

などに付着
ふちゃく

してトラブルの原因
げんいん

になり

ます。建物
たてもの

全体
ぜんたい

を覆
おお

い、塗料
とりょう

が飛
と

びそうな範囲
はんい

の自動車
じどうしゃ

等
とう

も養 生 用
ようじょうよう

シートで覆
おお

います。 
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６．２．９ 左官
さ か ん

工事
こ う じ

 

 左官
さかん

工事
こうじ

は、知識
ちしき

と技術
ぎじゅつ

が、特
とく

に仕上
し あ

がりに影 響
えいきょう

する工事
こうじ

です。「フラットに塗
ぬ

る」と

いった場合
ばあい

、左官
さかん

工事
こうじ

では、「一切
いっさい

の不陸
ふりく

を許
ゆる

さない」という 位
くらい

の高
たか

い技術
ぎじゅつ

が要 求
ようきゅう

され

ます。一般
いっぱん

住 宅
じゅうたく

における左官
さかん

工事
こうじ

では、デザイン性
せい

も求
もと

められるため、技 術 力
ぎじゅつりょく

だけで

はなくセンスも必要
ひつよう

で、クリエイティブな仕事
しごと

といえます。左官
さかん

工事
こうじ

で使
つか

う道具
どうぐ

は主
おも

に「こ

て」と「こて板
いた

」ですが、塗
ぬ

る場所
ばしょ

や仕
し

上
あ

げ方
ほう

法
ほう

によって、数多
かずおお

くのこてを使
つか

い分
わ

けます。 

 

たとえば、上
うえ

の写真
しゃしん

は、出隅
でずみ

と入隅
いりずみ

の中
なか

塗
ぬ

り仕上
し あ

げをしているようすですが、出隅
でずみ

の押
おさ

え

には「切
きり

付
つ

けごて」を使
つか

い、入隅
いりずみ

の押
おさ

えには「面引
めんび

きごて」を使
つか

います。 

仕上
し あ

がりとして見
み

える表 面
ひょうめん

の塗
ぬ

りよりも技 術 力
ぎじゅつりょく

の差
さ

が出
で

るのが、下地
したじ

をていねいに

平
たい

らに塗
ぬ

れるかどうかです。下地
したじ

の塗
ぬ

りは、そのまま仕上
し あ

げ塗
ぬ

りに影 響
えいきょう

します。 

 下地
したじ

には、いくつかの種類
しゅるい

があります。たとえば右

の写真は、伝統的
でんとうてき

な「京 壁
きょうかべ

・聚
じゅ

楽壁
らくかべ

」という土壁
つちかべ

の

塗
ぬ

り工程
こうてい

を 表
あらわ

したものです。土壁
つちかべ

は、竹
たけ

を編
あ

んだ上
うえ

に、荒壁
あらかべ

→中
なか

塗
ぬ

り→上
うわ

塗
ぬ

りの 順
じゅん

で施工
せこう

します。最近
さいきん

では、石膏
せっこう

ボードやラスボードの上
うえ

に下
した

塗
ぬ

りをしてか

ら、中
なか

塗
ぬ

りをする方法
ほうほう

もあります。 
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６．２．１０ 建築
けんちく

大工
だ い く

工事
こ う じ

 

建築
けんちく

大工
だいく

工事
こうじ

で建
た

てるのは木造
もくぞう

の建物
たてもの

です。建築
けんちく

大工
だいく

で大切
たいせつ

なことは、木
き

の性質
せいしつ

を知
し

り、道具
どうぐ

を使
つか

いこなすことです。木材
もくざい

は、均質
きんしつ

な素材
そざい

ではなく、割
わ

れやすい・変形
へんけい

しやす

いなどの短所
たんしょ

があります。木
き

の性質
せいしつ

を熟知
じゅくち

していないと、加工
かこう

時
じ

に簡単
かんたん

に材 料
ざいりょう

を割
わ

って

しまいます。加工
かこう

や組
く

み立
た

てには、最近
さいきん

では電動
でんどう

工具
こうぐ

も使
つか

われますが、基本的
きほんてき

には、 昔
むかし

から伝
つた

わる道具
どうぐ

を用
もち

いることも特 徴
とくちょう

です。特
とく

に、「のみ」や「かんな」などの切削
せっさく

する道具
どうぐ

は、切
き

れ味
あじ

を保
たも

つために、自分
じぶん

で手
て

入
い

れをします。 

伝統的
でんとうてき

な工法
こうほう

は、土台
どだい

、梁
はり

、けたなどの水平部材
すいへいぶざい

と、垂直部材
すいちょくぶざい

の 柱
はしら

を組
く

み合
あ

わせた

「軸組
じくぐみ

工法
こうほう

」です。「筋交
すじか

い」と呼
よ

ばれる斜
なな

めの部材
ぶざい

で、建物
たてもの

全体
ぜんたい

の強度
きょうど

を出
だ

します。

木材
もくざい

は、「継手
つぎて

」と「仕
し

口
くち

」と呼
よ

ばれる加工
かこう

をした部材
ぶざい

を組
く

み合
あ

わせて接合
せつごう

します。継手
つぎて

と仕
し

口
くち

は、「のみ」と「金
かな

づち」を使
つか

って複雑
ふくざつ

な加工
かこう

をしますが、最近
さいきん

では、機械
きかい

を使
つか

って精度
せいど

よく加工
かこう

された部材
ぶざい

を現場
げんば

で組
く

み合
あ

わせることも 行
おこな

われています。木材
もくざい

をつな

いでいる部分
ぶぶん

は、強度
きょうど

を出
だ

すために、近年
きんねん

では金物
かなもの

を使
つか

って補強
ほきょう

することが 行
おこな

われま

す。軸
じく

組
ぐみ

工
こう

法
ほう

では、基礎
き そ

コンクリート完了後
かんりょうご

、下
した

に示
しめ

す①から⑫の手
て

順
じゅん

で工
こう

事
じ

が 行
おこな

われます。工事
こうじ

過程
かてい

では、水道
すいどう

工事
こうじ

、電気
でんき

工事
こうじ

、内装
ないそう

仕上
し あ

げ工事
こうじ

、板金
ばんきん

工事
こうじ

、屋根
や ね

工事
こうじ

など、多
おお

くの職 人
しょくにん

が 携
たずさ

わるため、それらの職 人
しょくにん

との連携
れんけい

が大切
たいせつ

です。 

①土台敷
どだいしき

 

 基礎
き そ

の上
うえ

に、 柱
はしら

を立
た

てるための土台
どだい

を取付
とりつ

けます。 

②通
とお

し 柱
ばしら

・管
くだ

柱
ばしら

・胴
どう

差
さし

・梁
はり

の建
たて

入
い

れ 

 通
とお

し 柱
ばしら

は、1階
かい

と 2階
かい

を継
つ

ぐことのない 1本
ほん

の 柱
はしら

です。2階
かい

や 3階
かい

の床
ゆか

の梁
はり

材
ざい

（「胴
どう

差
さし

」と言
い

います）を支
ささ

える役
やく

割
わり

があります。管
くだ

柱
ばしら

は、各
かく

階
かい

ごとに分
わ

かれている 柱
はしら

で

す。 

③仮筋交
かりすじか

い 

 柱
はしら

が垂 直
すいちょく

を保
たも

ち、軸組
じくぐみ

の変形
へんけい

を防
ふせ

ぐために、斜
なな

めに材
ざい

料
りょう

を取付
とりつ

けます。これを
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「筋
すじ

かい」と言
い

います。 

④２階
かい

管
くだ

柱
ばしら

･桁
けた

･梁
はり

の建
たて

入
い

れ 

 1階
かい

の胴
どう

差
さし

の上
うえ

に、２階
かい

の管
くだ

柱
ばしら

を立
た

て、桁
けた

と梁
はり

を取付
とりつ

けます。桁
けた

は、梁
はり

と直 交
ちょっこう

す

る部材
ぶざい

です。 

⑤小
こ

屋
や

束
つか

 

 屋
や

根
ね

を支
ささ

える垂
すい

直
ちょく

な部
ぶ

材
ざい

（「小
こ

屋
や

束
つか

」と言
い

います）を取付
とりつ

けます。 

⑥母屋
も や

・棟木
むなぎ

 

 母屋
も や

（垂木
たるき

を受
う

ける部材
ぶざい

）と、棟木
むなぎ

（軸部材
じくぶざい

の最上部
さいじょうぶ

の部材
ぶざい

）を取付
とりつ

けます。 

⑦垂木
たるき

の取付
とりつ

け 

 野地板
の じ い た

や屋根材
や ね ざ い

を支
ささ

えるための垂木
たるき

を取付
とりつ

けます。 

⑧野地板
の じ い た

の取付
とりつ

け 

 垂木
たるき

に、野地板
の じ い た

を取付
とりつ

けます。野地板
の じ い た

は、ルーフィング材
ざい

や屋
や

根
ね

材
ざい

の下
した

地
じ

となる部
ぶ

材
ざい

です。 

⑨上 棟
じょうとう

 

 ここまでの工事
こうじ

を上 棟
じょうとう

と言
い

います。棟
むね

上
あ

げ、建
たて

前
まえ

、建
たて

舞
まい

と言
い

われることもありま

す。 

⑩筋
すじ

かい取
とり

付
つ

け 

 筋
すじ

かい取
とり

付
つ

けて、仮筋交
かりすじか

いを外
はず

します。 

⑪間柱
まばしら

・ホールダウン金
かな

物取付
ものとりつ

け 

 柱
はしら

と 柱
はしら

の 間
あいだ

に、壁
かべ

下地材
したじざい

となる 柱
はしら

（「間柱
まばしら

」と言
い

います）を取
とり

付
つ

けます。また、

柱
はしら

が土台
どだい

や梁
はり

から抜
ぬ

けないようにホールダウン金物
かなもの

という補強部材
ほきょうぶざい

を取
とり

付
つ

けます。 

以上
いじょう

の工事
こうじ

完了後
かんりょうご

、屋根
や ね

、内装
ないそう

、外装
がいそう

、建具
たてぐ

、設備
せつび

、電気
でんき

工事
こうじ

などが 行
おこな

われます。 
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軸組
じくぐみ

工法
こうほう

のほかに、「ツーバイフォー工法
こうほう

」または「枠組
わくぐ

み壁
かべ

工法
こうほう

」があります。２×

４インチの部材
ぶざい

と合板
ごうばん

を使
つか

って壁
かべ

や床
ゆか

などのパネ

ルを作
つく

り、パネルどうしは、専用
せんよう

の金物
かなもの

を使
つか

って

接合
せつごう

します。在来軸組
ざいらいじくぐみ

工法
こうほう

と比
くら

べて、伝統的
でんとうてき

な

工具
こうぐ

を使
つか

う場面
ばめん

は極
きわ

めて少
すく

なく、施工
せこう

は容易
ようい

で、短
みじか

い工期
こうき

で建
た

てることができます。 

 

６．２．１１ 屋根
や ね

工事
こ う じ

 

屋根用
や ね よ う

の材 料
ざいりょう

には、粘土瓦
ねんどかわら

、セメント・コンクリート 瓦
かわら

、スレート、トタン、ガルバ

リウム鋼板
こうばん

、銅板
どうばん

、アスファルトシングルなどの種類
しゅるい

があります。日本
にほん

の住 宅
じゅうたく

や神社
じんじゃ

、

寺
てら

などで見
み

られるのは粘土瓦
ねんどかわら

です。粘土瓦
ねんどかわら

は、耐用
たいよう

年数
ねんすう

が長
なが

く、断熱性
だんねつせい

、防音性
ぼうおんせい

、塗装
とそう

が不要
ふよう

などのメリットがありますが、デメリットとしては、少
すこ

し重
おも

くなるため、建物
たてもの

自体
じたい
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の耐震性
たいしんせい

に配慮
はいりょ

する必要
ひつよう

があります。 

屋根
や ね

の目的
もくてき

は、雨
あめ

や雪
ゆき

を防
ふせ

ぎ、建物
たてもの

を守
まも

ることです。そのため、工事
こうじ

において、一番
いちばん

大切
たいせつ

なポイントは「防水
ぼうすい

」です。屋根
や ね

全体
ぜんたい

は、アスファルトルーフィングなどのシート 状
じょう

の材 料
ざいりょう

を使
つか

って防水
ぼうすい

します。屋根
や ね

の広
ひろ

い平面部
へいめんぶ

は、しっかりと下地
したじ

に防水
ぼうすい

処理
しょり

をしてお

けば、ほとんど雨漏
あまも

りをすることはありませんが、平面
へいめん

と平面
へいめん

が接合
せつごう

する部分
ぶぶん

や、壁
かべ

と

接合
せつごう

する部分
ぶぶん

などでは雨漏
あまも

りがしやすくなります。そういった箇所
かしょ

は、専用
せんよう

の 瓦
かわら

や「水切
みずき

り」と呼
よ

ばれる板金
ばんきん

加工
かこう

した部材
ぶざい

を用
もち

いて施工
せこう

します。瓦
かわら

屋根
や ね

の場合
ばあい

、防水
ぼうすい

処理
しょり

のため、

瓦
かわら

の組
く

み合
あ

わせ部分
ぶぶん

は、「南蛮
なんばん

漆喰
しっくい

」という材 料
ざいりょう

を「こて」を使
つか

って埋
う

めていきます。 

屋根
や ね

を伝
つた

わって落
お

ちる雨水
あまみず

は、屋根
や ね

の縁
ふち

から回
まわ

り込
こ

んで建物
たてもの

を痛
いた

めるため、「雨
あま

仕舞
じまい

」

という施工
せこう

が必要
ひつよう

です。雨
あま

仕舞
じまい

は、雨水
あまみず

を雨
あま

どいに誘導
ゆうどう

して、地面
じめん

に受
う

け流
なが

す構造
こうぞう

のこ

とです。 

 日本
にほん

は南北
なんぼく

に長
なが

く、気候
きこう

も各地
かくち

で異
こと

なるため、その土地
と ち

に合
あ

った屋根
や ね

を施工
せこう

します。た

とえば、雪
ゆき

の多
おお

い地方
ちほう

では、屋根
や ね

に「雪
ゆき

止
ど

め」という金具
かなぐ

を取
と

り付
つ

けます。雪
ゆき

止
ど

めをして、

屋根
や ね

に積
つ

もった雪
ゆき

が下
した

に落
お

ちないようにしないと、軒
のき

などに落
お

ちた場合
ばあい

、軒
のき

を壊
こわ

すことが

あるからです。沖縄
おきなわ

は、台風
たいふう

によって飛
と

ばされてくる物
もの

から建物
たてもの

を守
まも

るために、独特
どくとく

な

形 状
けいじょう

をした 瓦
かわら

を使
つか

います。仕事
しごと

をする土地
と ち

によって、屋根
や ね

の形 状
けいじょう

や屋根材
や ね ざ い

が異
こと

なるこ

とも知
し

っておきましょう。 
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６．２．１２ 建築
けんちく

板金
ばんきん

工事
こ う じ

 

建築
けんちく

板金
ばんきん

は、薄
うす

い金属板
きんぞくばん

を切断
せつだん

、曲
ま

げ、打
う

ち出
だ

し、溶接
ようせつ

などの加工
かこう

をして、使用
しよう

目的
もくてき

に応
おう

じた部材
ぶざい

を作
つく

り、取
と

り付
つ

ける工事
こうじ

です。配管
はいかん

や屋根
や ね

など、広
ひろ

い範囲
はんい

に関
かか

わる仕事
しごと

です。

鉄板
てっぱん

の加工
かこう

に必要
ひつよう

な作業
さぎょう

は、基本的
きほんてき

には、ケガキ、切断
せつだん

、曲
ま

げ、溶接
ようせつ

です。複雑
ふくざつ

な形 状
けいじょう

の製品
せいひん

を作
つく

る場合
ばあい

は、叩
たた

き出
だ

しという技術
ぎじゅつ

が必要
ひつよう

になります。これは熟 練
じゅくれん

が必要
ひつよう

な

作業
さぎょう

のため、ここでは解説
かいせつ

を 省 略
しょうりゃく

します。 

①ケガキ 

 ケガキ針
ばり

、デバイダ、金属製
きんぞくせい

のスケールなどを用
もち

いて、できるだけ 1度
ど

でケガキます。 

同
おな

じものをいくつも作
つく

る場合
ばあい

は、ゲージを作
つく

って効率
こうりつ

よく進
すす

めます。 

 

 

 

 

 

②切断
せつだん

 

 はさみが入
はい

りやすいように、残
のこ

したい部分
ぶぶん

を手
て

で持
も

ち上
あ

げながら、慎 重
しんちょう

に切断
せつだん

します。ケガキ線
せん

から目
め

を離
はな

さないようにして、ケガキ線
せん

の上
うえ

を切
き

り進
すす

めます。切
せつ

断面
だんめん

は、金属製
きんぞくせい

やすりで滑
なめ

らかに

仕上
し あ

げます。 

③曲
ま

げ 

 影
かげ

たがねとハンマーで、裏面
りめん

のケガキ線 上
せんじょう

を叩
たた

きます。こうすることで、表 面
ひょうめん

は曲
ま

げたい方向
ほうこう

に

少
すこ

しだけ曲
ま

げることができます。次
つぎ

に、金床
かなとこ

（「ア
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ンビル」とも呼
よ

ばれます）や定 盤
じょうばん

と呼
よ

ばれる台
だい

の角
かど

を使
つか

って、ハンマーで少
すこ

しずつ叩
たた

い

て、必要
ひつよう

な角度
かくど

まで曲
ま

げます。 

④溶接
ようせつ

 

 板金
ばんきん

溶接
ようせつ

で一番
いちばん

使用
しよう

されているのは、溶
よう

加材
かざい

（溶接
ようせつ

棒
ぼう

やワイヤー）を溶
と

かして接合
せつごう

す

る「融接法
ゆうせつほう

」という溶接
ようせつ

方法
ほうほう

です。重
かさ

なり部分
ぶぶん

は、クランプを使
つか

って固定
こてい

します。次
つぎ

に、

接合部
せつごうぶ

を 10 ㎜ピッチで仮
かり

付
つ

けします。本溶接
ほんようせつ

は、部品
ぶひん

と火口
かこう

を一定
いってい

の距離
きょり

に保
たも

ちながら

溶接
ようせつ

棒
ぼう

を溶
と

かすことがポイントです。集 中
しゅうちゅう

が必要
ひつよう

な作業
さぎょう

のため、楽
らく

な姿勢
しせい

で作業
さぎょう

しま

す。 

 

６．２．１３ タイル張
ば

り工
こう

事
じ

 

タイルがはがれることを「はく離
り

」といいます。また、はく離
り

して落
お

ちることを「はく落
らく

」

といいます。はく離
り

・はく落
らく

は、高所
こうしょ

からタイルが落
お

ちると、人
ひと

の 命
いのち

にかかわる事故
じ こ

に

つながります。タイル工事
こうじ

において、最
もっと

も大切
たいせつ

なのは、はく離
り

・はく落
らく

が起
お

こらない施工
せこう

をすることです。 

「圧 着
あっちゃく

張
ば

り」と呼
よ

ばれる工法
こうほう

では、下地
したじ

に塗
ぬ

った張
は

り付
つ

け用
よう

のモルタルを押
お

し付
つ

けて

張
は

ります。タイルは、裏側
うらがわ

に「裏
うら

あし」と呼
よ

ばれる溝
みぞ

があります。この溝
みぞ

にモルタルがい

きわたるように、タイルをもみ込
こ

むようにして張
は

り付
つ

け、「木
き

づち」「たたき板
いた

」などを使
つか

ってたたき込
こ

みます。張
は

り付
つ

け用
よう

モルタルを塗
ぬ

ってから、タイルの張
は

り付
つ

けまでは、一定
いってい

の時間
じかん

（「オープンタイム」といいます）を取
と

る必要
ひつよう

があります。オープンタイムを適切
てきせつ

に

取
と

らないと、はく離
り

・はく落
らく

の原因
げんいん

となります。 

このオープンタイムのとり方
かた

が 難
むずか

しいため 考
かんが

えられたのが「改 良
かいりょう

圧 着
あっちゃく

張
ば

り」です。

モルタルを、下地
したじ

とタイルの裏側
うらがわ

に塗
ぬ

って、タイルを下地
したじ

に押
お

し付
つ

けます。さらに 考
かんが

えら

れたのが、張
は

り付
つ

け用
よう

のモルタルを下地
したじ

面
めん

に塗
ぬ

り、タイル張
ば

り用
よう

の振
しん

動
どう

工具
こうぐ

を用
もち

いて張
は

る

工法
こうほう

です。「密
みっ

着
ちゃく

張
ば

り工
こう

法
ほう

」と呼
よ

ばれます。目地
め じ

から盛
も

り上
あ

がってきたモルタルを「目地
め じ
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ごて」で押
お

さえることで、目地
め じ

の仕上
し あ

げも 行
おこな

える工法
こうほう

です。モルタルを使
つか

わずに、弾性
だんせい

接 着 剤
せっちゃくざい

を用
もち

いる方法
ほうほう

もあります。接 着 剤
せっちゃくざい

を使
つか

う場合
ばあい

は、塗布
と ふ

後
ご

30分
ふん

くらいから固
かた

まり

始
はじ

めます。計画的
けいかくてき

にタイルを張
は

る面積
めんせき

を決
き

め、接 着 剤
せっちゃくざい

が固
かた

まらないうちに位置
い ち

決
き

めをし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．２．１４ 内装
ないそう

仕上
し あ

げ工事
こ う じ

 

内装
ないそう

工事
こうじ

は、大
おお

きく鋼製
こうせい

下地
したじ

、ボード下地
したじ

、天 井
てんじょう

仕上
し あ

げ・床
ゆか

仕上
し あ

げに分
わ

けられますが、

ここでは、鋼製
こうせい

下地
したじ

とボード下地
したじ

について解説
かいせつ

します。どちらの作業
さぎょう

も、ひとりでやるこ

ともあり、流
なが

れを止
と

めないように、工具
こうぐ

の準備
じゅんび

、材 料
ざいりょう

の加工
かこう

と数
かず

の確認
かくにん

などの段
だん

取
ど

りを

しっかりとしておくことが大切
たいせつ

です。 

①鋼製
こうせい

下地
したじ

 

 鋼製
こうせい

下地
したじ

は、壁
かべ

となる「間仕切
ま じ き

り下地
したじ

」と「天 井
てんじょう

下地
したじ

」の 2 つに分
わ

けられます。どちらも墨
すみ

出
だ

しされ

た線
せん

に 従
したが

って施工
せこう

します。墨
すみ

出
だ

しがされていても

そのまま施工
せこう

を開始
かいし

しないで、 必
かなら

ず施工図
せ こ う ず

を見
み

な

がら、施工
せこう

墨
すみ

・開口
かいこう

墨
すみ

・建具
たてぐ

墨
すみ

・設備
せつび

開口
かいこう

墨
すみ

など

を確認
かくにん

します。 
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 施工
せこう

を効率
こうりつ

よく進
すす

めるために、使用
しよう

する部材
ぶざい

を作業
さぎょう

手順
てじゅん

に沿
そ

って選
えら

びやすいように、

数
かず

を確認
かくにん

して並
なら

べておきます。天 井
てんじょう

の工事
こうじ

は、作業
さぎょう

しやすいように、足場
あしば

を組
く

んでおき

ます。壁
かべ

には、コンセントやガス・水道
すいどう

などのため

の管
かん

が通
とお

る箇所
かしょ

があります。これらは他
た

の工事
こうじ

業 者
ぎょうしゃ

の仕事
しごと

ですが、スタッドとぶつからないよう

に、取
と

り合
あ

いを 考
かんが

えて施工
せこう

しておくことが、手
て

戻
もど

りを少
すく

なくするために大切
たいせつ

です。 

②ボード下地
したじ

 

 ボード下地
したじ

として使
つか

う石
せっ

こうボードは、カッターで浅
あさ

く切
き

ってから 力
ちから

を加
くわ

えることで、

簡単
かんたん

に切断
せつだん

できます。石
せっ

こうボードは、ある程度
ていど

曲
ま

げることができるので、なだらかな

曲 面
きょくめん

には、下地
したじ

に馴染
な じ

ませながらそのまま固定
こてい

します。半径
はんけい

が小
ちい

さい場合
ばあい

は、カッター

でボード表 面
ひょうめん

原紙
げんし

に等
とう

間隔
かんかく

の切
き

れ目
め

を入
い

れ、これを表 側
おもてがわ

に折
お

り曲
ま

げて、ドリルタッピン

ネジで固定
こてい

していきます。 

 

６．２．１５ 表装
ひょうそう

工事
こ う じ

 

表 装
ひょうそう

工事
こうじ

は、建物
たてもの

内部
ないぶ

の、壁
かべ

・床
ゆか

・天 井
てんじょう

を仕上
し あ

げる仕事
しごと

です。 

①壁
かべ

と天 井
てんじょう

のクロス張
は

り 

 クロス張
は

りのトラブルで多
おお

いのは、壁紙
かべがみ

に下地
したじ

の状 態
じょうたい

が

表
あらわ

れ、仕上
し あ

がりが悪
わる

くなることです。石膏
せっこう

ボードの下地
したじ

の

場合
ばあい

は、ボードを突
つ

き合
あ

わせた目地
め じ

の処理
しょり

が必要
ひつよう

です。つな

ぎ目
め

にファイバーテープを貼
は

り、パテ処理後
し ょ り ご

に研磨
けんま

をして、

ボード面
めん

と平滑
へいかつ

になるようにします。出隅
でずみ

は、コーナーテー

プを貼
は

ってから、パテ処理
しょり

をして、研磨
けんま

します。 
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コンクリート・モルタル壁
かべ

の場合
ばあい

、下地
したじ

の処理
しょり

をしないと、接 着
せっちゃく

不良
ふりょう

になって、クロス

の浮
う

きや剥
は

がれが起
お

こります。下地
したじ

用
よう

シーラーを塗
ぬ

った上
うえ

に、水性
すいせい

シールパテなどでパテ

処理
しょり

をして、ヤスリで平滑
へいかつ

にします。 

クロスは、ブラシで空気
くうき

を抜
ぬ

きながら張
は

ります。コーナーは、角
つの

ベラで良
よ

く押
お

さえ、スポ

ンジで糊
のり

を拭
ふ

き取
と

りながら張
は

ります。 

②床
ゆか

仕上
し あ

げ 

 床
ゆか

仕上
し あ

げの材 料
ざいりょう

は、木質
もくしつ

系
けい

、ビニール系
けい

、カーペット、タイル材
ざい

など種類
しゅるい

が豊富
ほうふ

です。

どの仕上
し あ

げ材
ざい

を使
つか

っても 難
むずか

しいのは、複雑
ふくざつ

な形 状
けいじょう

をしたコーナーに合
あ

わせて、材 料
ざいりょう

を

加工
かこう

することです。たとえば、タイルと同
おな

じ端
は

材
ざい

を使
つか

って、カットする位置
い ち

に 印
しるし

をつける

技
わざ

や、丸 柱
まるばしら

などがある場合
ばあい

は、デバイダを使
つか

って、 柱
はしら

の形 状
けいじょう

を材 料
ざいりょう

にうつします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

６．２．１６ 建具
た て ぐ

工事
こ う じ

 

建具
たてぐ

工事
こうじ

は、木製
もくせい

や金属製
きんぞくせい

の建具
たてぐ

を取
と

り付
つ

ける工事
こうじ

です。取
と

り付
つ

けられた建具
たてぐ

は、耐
たい

風圧性
ふうあつせい

、気密性
きみつせい

、水密性
すいみつせい

、耐震性
たいしんせい

について、所定
しょてい

の性能
せいのう

があることを求
もと

められます。特
とく

に、地震
じしん

の多
おお

い日本
にほん

では、地震
じしん

によって外
はず

れたり、開閉
かいへい

ができなくなったりしないように

します。ここでは、木製
もくせい

建具
たてぐ

の取
と

り付
つ

け工事
こうじ

について解説
かいせつ

します。 

木製
もくせい

建具
たてぐ

は、かまち戸
ど

、フラッシュ戸
ど

、ふすま、戸
と

ぶすまなどがあり、建具
たてぐ

職 人
しょくにん

が加工
かこう
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して組上
くみあ

げます。建具
たてぐ

を引
ひ

き戸
ど

として取
と

り付
つ

ける場合
ばあい

は、建具
たてぐ

を滑
すべ

らせるための溝
みぞ

が切
き

ら

れた「鴨居
かもい

（上
うえ

の部分
ぶぶん

）」と「敷居
しきい

（下
した

の部分
ぶぶん

）」を建物
たてもの

に取
と

り付
つ

けます。または、建具
たてぐ

の

下部
か ぶ

に戸車
とぐるま

を取
と

り付
つ

け、敷居
しきい

にはレールをつけるという工法
こうほう

もあります。建具
たてぐ

を開
ひら

き戸
ど

と

して取
と

り付
つ

ける場合
ばあい

は、蝶 番
ちょうばん

を使
つか

います。 

①かまち戸
ど

 

 「かまち」と呼
よ

ばれる枠
わく

を組
く

んで、枠
わく

の 間
あいだ

に「鏡 板
かがみいた

」と呼
よ

ばれる板
いた

をはめ込
こ

んだもの

です。かまちの内側
うちがわ

には、組子
くみこ

と呼
よ

ばれる縦
たて

・横
よこ

の桟木
さんぎ

で区切
く ぎ

る作
つく

り方
かた

もあります。また、

鏡 板
かがみいた

としてガラスが使
つか

われることもあります。デザインの工夫
くふう

で、和風
わふう

建築
けんちく

にも洋風
ようふう

建築
けんちく

にも対応
たいおう

できます。 

②フラッシュ戸
と

 

 骨
ほね

組
ぐ

みを作
つく

り、両 面
りょうめん

に仕上
し あ

げ材
ざい

を貼
は

り付
つ

けた構造
こうぞう

の戸
と

です。室内
しつない

のドアに使
つか

われるこ

とが多
おお

いのが、フラッシュ戸
と

です。厚手
あつで

の板
いた

を使
つか

って重 厚 感
じゅうこうかん

を出
だ

し、玄関
げんかん

ドアにも使
つか

わ

れます。 

③ふすま 

 木製
もくせい

の骨組
ほねぐ

みに紙
かみ

を貼
は

り、縁
ふち

と引手
ひきて

をつけたものです。和室
わしつ

と和室
わしつ

を区切
く ぎ

るときに使
つか

わ

れます。 

④戸
と

ぶすま 

 和室
わしつ

と洋室
ようしつ

を区切
く ぎ

るときに用
もち

いられる建具
たてぐ

です。和室側
わしつがわ

をふすまにして、洋室側
ようしつがわ

には

化粧板
けしょういた

などを張
は

ります。 
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６．２．１７ サッシ工事
こ う じ

 

サッシは、アルミとガラスを組
く

み合
あ

わせた建具
たてぐ

です。木製
もくせい

建具
たてぐ

に比
くら

べて、気密性
きみつせい

が高
たか

い

のが特 長
とくちょう

です。木造
もくぞう

の場合
ばあい

は、サッシ枠
わく

がちょうど入
はい

るように、建物側
たてものがわ

にサッシを取
と

り

付
つ

けるための枠
わく

を作
つく

ります。コンクリート壁
かべ

の場合
ばあい

は、開口部
かいこうぶ

がサッシの枠
わく

より大
おお

きいた

め、次
つぎ

のような手順
てじゅん

で取
と

り付
つ

け工事
こうじ

を進
すす

めます。 

①取
と

り付
つ

け位置
い ち

の確認
かくにん

 

あらかじめ取
と

り付
つ

ける部分
ぶぶん

に引
ひ

かれた基準
きじゅん

墨
すみ

をみて、取
と

り付
つ

け位置
い ち

を確認
かくにん

します。 

②「くさび」で仮
かり

止
と

めをする 

「くさび」を使
つか

って枠
わく

を仮
かり

止
と

めします。複数
ふくすう

のくさびを使
つか

い、高
たか

さや出
で

入
い

りを計測
けいそく

し、

微調整
びちょうせい

して位置
い ち

を決
き

めます。歪
ゆが

みが無
な

いことも確認
かくにん

します。 

③鉄筋
てっきん

とサッシのアンカーを溶接
ようせつ

する 

コンクリート壁
かべ

には、サッシを溶接
ようせつ

で固定
こてい

するために鉄筋
てっきん

が埋
う

め込
こ

まれています。この

鉄筋
てっきん

と、サッシ側
がわ

の溶接用
ようせつよう

アンカーを、電気
でんき

溶接
ようせつ

で固定
こてい

します。 

 

 

 

④隙間
すきま

を埋
う

める 

サッシ枠
わく

とコンクリート壁
かべ

のすき間
ま

をモルタルで埋
う

めます。 

⑤ガラスの取
と

り付
つ

け 

ガラスを取
と

り付
つ

けて、動
うご

きを調 整
ちょうせい

します。 
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６．２．１８ 吹付
ふ き つ

けウレタン工事
こ う じ

 

 硬質
こうしつ

ウレタンフォームの発泡
はっぽう

は、原液
げんえき

の温度
おんど

と圧 力
あつりょく

の管理
かんり

が重 要
じゅうよう

です。 
 

原液
げんえき

や溶剤
ようざい

の種類
しゅるい

 取
と

り 扱
あつか

い 上
じょう

の注意
ちゅうい

 

ポリイソシアネート成分
せいぶん

 高温
こうおん

では変質
へんしつ

し、低温
ていおん

では固化
こ か

・沈殿
ちんでん

が 生
しょう

じるので、20℃

前後
ぜんご

で貯蔵
ちょぞう

します。水
みず

と反応
はんのう

して二酸化炭素
にさんかたんそ

が発生
はっせい

するの

で、絶対
ぜったい

に水
みず

が入
はい

らないようにします。水
みず

が入
はい

ってしまっ

た容器
ようき

は破裂
はれつ

する恐
おそ

れがあるため、栓
せん

をしてはいけません。

貯蔵
ちょぞう

容器
ようき

の加熱
かねつ

に、直火
じかび

を使
つか

ってはいけません。 

ポリオール成分
せいぶん

 20℃前後
ぜんご

で貯蔵
ちょぞう

します。使用
しよう

可能
かのう

期間
きかん

は 3ヵ
か

月
げつ

前後
ぜんご

です。

水
みず

が入
はい

ると、発泡
はっぽう

倍率
ばいりつ

が変化
へんか

するため、 必
かなら

ず栓
せん

をして

保存
ほぞん

します。容器
ようき

に内圧
ないあつ

がかかっていることがあるため、

圧 力
あつりょく

を逃
に

がしながら少
すく

しずつ開
かい

栓
せん

します。貯蔵
ちょぞう

容器
ようき

の

加熱
かねつ

に、直火
じかび

を使
つか

ってはいけません。 

洗 浄
せんじょう

溶剤
ようざい

 可燃性
かねんせい

や麻酔性
ますいせい

があるため、蒸気
じょうき

の発散
はっさん

に注意
ちゅうい

し、広
ひろ

い

場所
ばしょ

で取
と

り 扱
あつか

います。火気
か き

は厳禁
げんきん

です。 

 

  吹
ふき

付
つ

け工事
こうじ

には、吹
ふき

付
つ

け発泡機
はっぽうき

を使用
しよう

します。発泡機
はっぽうき

は、2 つの原液
げんえき

が一定
いってい

の混合比
こんごうひ

になるように設計
せっけい

されています。発泡機
はっぽうき

が故障
こしょう

して、ポリイソシアネート成分
せいぶん

が過剰
かじょう

にな

ると、密度
みつど

が高
たか

く、脆
もろ

くなります。ポリオール成分
せいぶん

が過剰
かじょう

になると、密度
みつど

は低
ひく

く、やわら

かくなります。硬質
こうしつ

ウレタンフォームは、自己
じ こ

接 着 性
せっちゃくせい

があるた

め、接 着 剤
せっちゃくざい

を使
つか

わなくとも、対 象 物
たいしょうぶつ

に強
つよ

く接 着
せっちゃく

して断熱層
だんねつそう

を作
つく

ることができます。ただし、対 象
たいしょう

表 面
ひょうめん

に水分
すいぶん

や、油分
ゆぶん

があ

ると、接 着 性
せっちゃくせい

が 著
いちじる

しく低下
ていか

します。また、低温下
ていおんか

での吹
ふ

き付
つ

けも、接 着 性
せっちゃくせい

が低下
ていか

します。吹
ふ

き付
つ

け 中
ちゅう

は、「ウレタン厚
あつ

測定器
そくていき

」を使
つか

って、4～5m おきに厚
あつ

さをチェックします。 
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６．２．１９ 防水
ぼうすい

工事
こ う じ

 

防水
ぼうすい

工事
こうじ

では、施工
せこう

場所
ばしょ

に応
おう

じた材
ざい

料
りょう

選
えら

び、下地
したじ

、納
おさ

め方
かた

、仕上
し あ

げが重 要
じゅうよう

です。防水
ぼうすい

工事
こうじ

は、使用
しよう

する材 料
ざいりょう

によっていくつかありますが、この項
こう

では「シート防水
ぼうすい

」につい

て解説
かいせつ

します。 

「シート防水
ぼうすい

」は、防水層
ぼうすいそう

として塩化
えんか

ビニールやゴム製
せい

のシート用
もち

います。広
ひろ

い面
めん

積
せき

を効
こう

率
りつ

よく施
せ

工
こう

できる特 長
とくちょう

があります。専用
せんよう

の接 着 剤
せっちゃくざい

を用
もち

いる「接 着
せっちゃく

工法
こうほう

」と、シ

ートを機械
きかい

で施工
せこう

箇所
かしょ

に固定
こてい

する「機械的
きかいてき

固定
こてい

工法
こうほう

」があります。どちらの工法
こうほう

も、注意
ちゅうい

する部分
ぶぶん

は、ドレン（排水
はいすい

口
こう

）と平場
ひらば

（平
たい

らな部分）と周囲
しゅうい

の立
た

ち上
あ

がっている部分
ぶぶん

の入
いり

隅
ずみ

です。 

「接 着
せっちゃく

工法
こうほう

」は、専用
せんよう

の接 着 剤
せっちゃくざい

を下地
したじ

に塗
ぬ

り、シートを接 着
せっちゃく

して固定
こてい

する工法
こうほう

です。下地
したじ

に

汚
よご

れがあると、シートを完全
かんぜん

に密 着
みっちゃく

させることが

できず、強 風
きょうふう

で剥
は

がれて飛
と

ばされる事故
じ こ

も起
お

こる

ため、下地
したじ

をごみの無
な

い状 態
じょうたい

に清掃
せいそう

しておくこと

が大切
たいせつ

です。シートの重
かさ

ね部分
ぶぶん

は、シーリング材
ざい

を挿 入
そうにゅう

し、全体
ぜんたい

をよく転圧
てんあつ

します。 

「機械的
きかいてき

固定
こてい

工法
こうほう

」は、固定
こてい

用
よう

ディスクを用
もち

いてシートを固定
こてい

する方法
ほうほう

です。下地
したじ

の

影 響
えいきょう

を受
う

けにくいため、特
とく

に改 修
かいしゅう

工事
こうじ

では、工期
こうき

の短 縮
たんしゅく

が図
はか

れます。平場
ひらば

（平
たい

らな部分
ぶぶん

）

では、まず、絶縁
ぜつえん

シート広
ひろ

げ、「固定
こてい

ディスク」を

使
つか

って固定
こてい

します。その上
うえ

に塩
えん

ビシートを広
ひろ

げ、

重
かさ

なり部分
ぶぶん

を溶
よう

着 剤
ちゃくざい

で接合
せつごう

します。接合
せつごう

が

十 分
じゅうぶん

でない箇所
かしょ

は、熱風機
ねっぷうき

で融 着
ゆうちゃく

します。続
つづ

い

て誘導
ゆうどう

加熱
かねつ

装置
そうち

という専用
せんよう

の機械
きかい

を使
つか

って固定
こてい

ディスクの取
と

り付
つ

け部分
ぶぶん

に熱
ねつ

を加
くわ

えて、絶縁
ぜつえん

シートと一体化
いったいか

させます。最後
さいご

に 2次
じ

防水
ぼうすい

と

して、塩
えん

ビシートの接合部
せつごうぶ

を、液 状
えきじょう

シールで処理
しょり

します。 
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６．２．２０ 石
いし

工事
こ う じ

 

石
いし

工事
こうじ

は、石材
せきざい

の加工
かこう

、石積
いしつみ

による工作物
こうさくぶつ

の

築造
ちくぞう

、工作物
こうさくぶつ

に石材
せきざい

の取
と

り付
つ

け工事
こうじ

などを 行
おこな

い

ます。具体的
ぐたいてき

には、ビルの外壁
がいへき

・内壁
ないへき

・床
ゆか

・浴室
よくしつ

・

玄関
げんかん

・庭
にわ

などの外構
がいこう

などの工事
こうじ

によって、使
つか

われる

工法
こうほう

や、求
もと

められる技能
ぎのう

はそれぞれ異
こと

なります。た

とえば、外壁
がいへき

工事
こうじ

では、大理石
だいりせき

や御影石
みかげいし

などの石材
せきざい

をモルタルなどで張
は

り付
つ

ける「湿式
しっしき

工法
こうほう

」と、躯体
くたい

に取
と

り付
つ

けたボルトアンカーなどの金物
かなもの

に石材
せきざい

を固定
こてい

する「乾式
かんしき

工法
こうほう

」

があります。施工後
せ こ う ご

に不具合
ふ ぐ あ い

が発生
はっせい

しやすいのは「湿式
しっしき

工法
こうほう

」で、適切
てきせつ

な接 着 剤
せっちゃくざい

を使
つか

う

ことが必要
ひつよう

です。 

エントランスに天然
てんねん

の乱形
らんけい

石
いし

を用
もち

いる場合
ばあい

は、さまざまな形 状
けいじょう

の石材
せきざい

を組
く

み合
あ

わせ

るセンスが必要
ひつよう

で、また、乱形
らんけい

石
いし

の加工
かこう

には、熟 練
じゅくれん

した技術
ぎじゅつ

が求
もと

められます。 

 

重
おも

い石
せき

材
ざい

を 扱
あつか

う場合
ばあい

は、運 搬 中
うんぱんちゅう

の事故
じ こ

や、石
いし

の崩落
ほうらく

などが 考
かんが

えられるため、注意
ちゅうい

します。また、グラインダーで石材
せきざい

を加工
かこう

する場合
ばあい

は、グラインダーの取
と

り 扱
あつか

いに注意
ちゅうい

し、粉
ふん

じんの飛散
ひさん

対応
たいおう

として、防護
ぼうご

メガネやマスクを着 用
ちゃくよう

します。 
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６．２．２１ 解体工事
かいたいこうじ

 

解体
かいたい

工事
こうじ

は、大 小
だいしょう

さまざまな建造物
けんぞうぶつ

に対
たい

して 行
おこな

われます。ビルの解体
かいたい

は、「ブロック

解体
かいたい

工法
こうほう

」「発破
はっぱ

解体
かいたい

工法
こうほう

が」ありますが、ここでは、ブロック解体
かいたい

工法
こうほう

について解説
かいせつ

します。解体
かいたい

は、ライフライン（電気
でんき

・電話
でんわ

・ 光
ひかり

ケーブル・ケーブルテレビ・ガス・上下
じょうげ

水道
すいどう

など）が止
と

められていることを確認
かくにん

してから始
はじ

めます。たとえば、ガスや上下
じょうげ

水道
すいどう

が 供 給
きょうきゅう

されている状 態
じょうたい

で解体
かいたい

すると、大
おお

きな事故
じ こ

につながります。解体
かいたい

工事
こうじ

は、次
つぎ

の

手順
てじゅん

で進
すす

めます。 

①外構
がいこう

の解体
かいたい

 

 ビルの周
まわ

りにある物
もの

を撤去
てっきょ

して、工事
こうじ

をしやすくします。解体
かいたい

対 象
たいしょう

ではないものが

敷地内
しきちない

にあることもあるので、解体
かいたい

対 象
たいしょう

の確認
かくにん

が必要
ひつよう

です。 

②足場
あしば

の設置
せっち

・防音
ぼうおん

パネルの取
と

り付
つ

け 

 解体作
かいたいさ

業 者
ぎょうしゃ

のために足場
あしば

を取
と

り付
つ

けます。

解体
かいたい

による騒音
そうおん

対策
たいさく

と粉
ふん

じんの飛散
ひさん

防止
ぼうし

のため

に、防音
ぼうおん

パネル・防音
ぼうおん

シートなどで全面
ぜんめん

を覆
おお

いま

す。 

③建物
たてもの

内部
ないぶ

の解体
かいたい

 

 建具
たてぐ

、石膏
せっこう

ボート、サッシ、各種
かくしゅ

設備
せつび

などを手作業
てさぎょう

で取
と

り除
のぞ

きます。このとき、リサイ

クルできるものは分別
ぶんべつ

します。リサイクルによる資源
しげん

活用
かつよう

と、ごみの不法
ふほう

投棄
とうき

を抑制
よくせい

する

ために、建設
けんせつ

リサイクル法
ほう

（正式
せいしき

には「建設
けんせつ

工事
こうじ

に 係
かかわ

る資材
しざい

の再資源化
さいしげんか

等
とう

に関
かん

する法律
ほうりつ

」）

によって、床面積
ゆかめんせき

80 ㎡以上
いじょう

の建築物
けんちくぶつ

の解体
かいたい

工事
こうじ

を 行
おこな

う場合
ばあい

の基準
きじゅん

や罰則
ばっそく

規定
きてい

などが

定
さだ

められています。 

④各階
かくかい

の床
ゆか

の穴
あな

あけ 

 解体
かいたい

した壁
かべ

や構造体
こうぞうたい

のガラを下
した

に落
お

とすために、床
ゆか

に穴
あな

を開
あ

けます。 
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⑤重機用
じゅうきよう

サポートの取
と

り付
つ

け 

 壁
かべ

や 柱
はしら

などは、重機
じゅうき

を上
うえ

に上
あ

げて解
かい

体
たい

します。重機
じゅうき

の重
おも

さに耐
た

えられるように、サポ

ートを設
もう

けます。 

⑥壁
かべ

と構造体
こうぞうたい

の解体
かいたい

・基礎
き そ

の掘
ほ

り起
お

こしと解体
かいたい

 

 基礎
き そ

の掘
ほ

り起
お

こしは地中
ちちゅう

の工事
こうじ

となるため振動
しんどう

は避
さ

けられません。時間帯
じかんたい

を選
えら

んで

作業
さぎょう

することが大切
たいせつ

です。 

⑦廃棄物
はいきぶつ

の処理
しょり

・地 表
ちひょう

のガラの撤 去
てっきょ

・整地
せいち

・道路
どうろ

の清 掃
せいそう

 

 リサイクルできるものは処 分 場
しょぶんじょう

に運
はこ

び、地表
ちひょう

のガラを撤去
てっきょ

してから整地
せいち

します。汚
よご

れ

た周 辺
しゅうへん

の道路
どうろ

も清掃
せいそう

してもとの状 態
じょうたい

にします。 

以上
いじょう

は上
うえ

から解体
かいたい

していく工法
こうほう

ですが、ジャッキで切断
せつだん

した 柱
はしら

を支
ささ

えながら、1階
かい

か

ら解体
かいたい

していく工法
こうほう

もあります。⑤のサポート取
と

り付
つ

け工事
こうじ

が必要
ひつよう

ないだけでなく、

解体物
かいたいぶつ

の搬 出
はんしゅつ

や分別
ぶんべつ

も効率
こうりつ

よく 行
おこな

えます。 




